
■レスキューUSBメモリの使い方 
 
パソコン不具合時のデータレスキュー方法 
 
 
購入した「レスキューUSBメモリ」を、あなたのパソコンに挿し込みます。 
 

 
 
 
 
続いて、パソコンをUSBメモリで起動します。 
※メーカーや機種によりますが、PCの電源投入直後に​Boot Menu（​F12キー）を 
　ポン、ポン、ポン、ポン、ポン、ポン、ポン、ポン・・・と１０回くらい押します。 
　連打はしません。 

 
 
 
F12キーでUSBメモリ起動しない場合には、「USBメモリで起動する操作方法」の項目を、

各メーカーのマニュアルでご確認ください。 
 
※５年以上前のPCの場合には、USBメモリで起動する機能自体が無い場合があります。 
　その場合には、このレスキューUSBメモリは使用できません。 
 
 
 



また、以下の方法でもUSBメモリ起動が出来る場合があります。 
 
 
※後でご自身で戻せるようにBIOSの設定を変更する前に、初期設定を紙にメモしておきま
しょう。 
 
 
あなたのパソコンを起動し、BIOS画面に入ります。 
※パソコンの起動時に、F2を押す機種が多いですが、メーカーや機種によってことなりま

す。 

 
 
 
 
BIOS画面に入ると、以下のような画面になります。※画面は、あるメーカーの一例です。 

 
 
 
 
起動するデバイスを「USBメモリ」にします。※メーカーや機種によって項目表現が違い

ます。 



 
 
 
 
以下のような画面の場合もあります。 

 
 
 
 
BIOS画面は、F10を押すことで、Exit（設定保存）となり、PCが再起動します。 
 

※後でご自身で戻せるようにBIOSの設定を変更する前に、初期設定を紙にメモしておきま

しょう。 
 
 
 
 
 



 
続いて・・・・・・ 
 
USBメモリで起動することに成功した場合には、以下の画面になります。 
 
一番上の「Default」を選択して、「Enter」ボタンを押します。 

 
 
 
 
 
レスキューUSBメモリの起動に成功すると、以下の画面になります。 



 
 
 
 
 
一番シンプルなデーターレスキュー方法をご紹介します。 
 
あなたのPCのハードディスクにある、データーファイルを、レスキューUSBメモリに保存

する方法です。 
 
 
以下の画面を見てください。 
画面の右側のアイコンに「マウント」というものがあります。これをクリックします。 
すると、マウント画面が表示されます。 
 
マウントとは　＝　HDDを読み込む。という意味です。 
アンマウント　＝　読み込んだHDDを取り外す。という意味です。 
 
あなたのHDD（ハードディスク）にあるデーターを取り出したい場合、あなたのHDDをマ

ウントします。 
 
おそらく、sda1、sda2、sda3などという名前が表示されます。 
 
※お使いになる方のPCによって、HDDの区切り方が違うので、HDDは少ない場合もあれ

ば、たくさん表示される場合もあります。 
 
全部、マウントしましょう。 



 
 
マウントすると、画面の右下に、HDDのアイコンが表示されていますので、どれかをク

リックすると、あなたのHDDの内容が表示されます。 
 
 
 
あとは、自分の復旧したいデーターを探して、USBメモリにコピーします。 

 
復旧したいHDDの画面と、USBメモリのアイコンをクリックして、画面を出します。 



上記のように、２つの画面を出したほうがコピーしやすいです。 
 
 
復旧したいファイルをマウスで、ドラッグ＆ドロップして、データーをUSBメモリにコ

ピーします。 

 
上記画面のように、excel.txtファイルをUSBメモリにコピーすることが出来ました。 
上記は操作の一例です。 
 
このような方法で、自分の復旧したいデーターファイルを探して、USBメモリにコピーし

ます。 
※移動や切り取りではなく、コピーが望ましいです。それは、もし、あなたのパソコンが起

動出来るようになった場合には、データーを戻す必要が無いからです。 
 
※注意：このレスキューUSBメモリの空き容量は１GB程度しかありません。復旧するデー

ター量が多い場合には、あなたが所有している他のUSBメモリを別のポートに差し込ん

で、そちらに復旧データーをコピーします。 
 
 
もしくは、以下の画面を見てください。 



 
このレスキューUSBメモリには、CD-RやDVD-Rに焼きこむソフト「Pburn」も入っていま

す。 
このソフトの操作方法はサポートしませんが、簡単に利用できるはずです。 
USBメモリではなく、DVD-Rなどに、データーをコピーして復旧するのも良いでしょう。 
 
データのレスキュー方法は以上です。 
 
 
 
 
 
この他にも、このレスキューUSBメモリには、色々な機能があります。 
すべてサポートはしていません。ご自身で使える範囲でお試しください。 
 
※なお、注意として、色々なソフトを試すと、パソコンが正常に動作しなくなる場合もある

ため、データレスキュー以外の操作はしないほうが懸命です。 
あとは、ご自身の責任において、操作をお試しください。 
 
 
 
操作方法は以上です。 
 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
■インターネットへの接続方法 
 
サポート外ですが、インターネットへの接続例を記載しておきます。 



 
◯有線（LANケーブル）での接続方法 
 
 
パソコンにご契約しているインターネット回線のLANケーブルが挿し込まれているか確認し

ます。 

 
レスキューUSBメモリを起動したら、画面右下のネットワークアイコンをクリックしま

す。 

 
 
 
 



ネットワークセットアップ画面の「eth0」をクリックします。 

 
 
 
 
後は自動接続ですので、接続が完了すると、以下の画面になります。 
「OK」をクリックして完了です。 

 
 
 



 
右上の「ブラウザ」アイコンをクリックします。 
インターネットに繋がっているか確認してください。 

 
 
有線接続は以上です。 
 
 
 
 
◯無線（WiFi）での接続方法 
 
レスキューUSBメモリを起動したら、画面右下のネットワークアイコンをクリックしま

す。 



 
 
 
 
ネットワークセットアップ画面の「wlan0」をクリックします。 

 
 
 
 
 



以下、写真の赤い項目を参考に、「あなたのご契約しているネット回線を選択します」 
写真の例では、Buffalo-G8AB7～のラジオボタンをクリックして選択しています。 
暗号化欄も、あなたのご契約のネット回線のもので、WEPやWPAを選択し、 
キー欄には、WiFiのパスワードを入力します。 
 
その後、「接続」をクリックします。 

 
 
 
 
後は自動接続ですので、接続が完了すると、以下の画面になります。 
「OK」をクリックして完了です。 



 
 
 
 
右上の「ブラウザ」アイコンをクリックします。 
インターネットに繋がっているか確認してください。 

 
 
以上です。 
 



 
 
以下のようなエラーが出る場合には、 

 
WiFiのパスワードや、WEP、WPAの選択をご契約のネット回線の通りに選択しているか確

認しましょう。 
 
 
ネットワークで繋がらない場合には、ご契約の通信会社へ確認するか、別のパソコンで接続

が出来るか確認しましょう。 
 
通常のWindowsやMacで接続が出来る場合には、レスキューUSBメモリで、LANボードや

WiFi機器の読み込みが出来ないメーカーと思われます。 
 
レスキューUSBメモリは、LinuxというOSで出来ているため、すべての機器に対応しており

ません。 
 
なお、このレスキューUSBメモリは、インターネット接続に関するサポートを一切してお

りません。 
お客様の環境により、接続が出来ない場合もあり、保証されるものではありません。 
 
 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
以下は、このレスキューUSBメモリの仕様を記載しています。 
 
レスキューUSBメモリは、Puppy Linux（パピーリナックス）がベースとなっています。 
 



Puppy Linux（パピーリナックス）とは、軽量化されたLinuxディストリビューションの1つ
です。本製品は、それをベースにしたマニュアル＋レスキューUSBメモリとして商品化し

たものです。 
 
 
■ライセンス等につきまして 
 
このレスキューUSBメモリ、パピーリナックス（Puppy Linux）は、Linux系統のOSシステ

ムをベースに作成されております。 
 
オリジナルのPuppy Linux はオーストラリアのBarry Kauler氏によって公開されたLinuxディ

ストリビューションとなり、GPLライセンスで公開されており、無料で配布されています。 
 
本製品は、オリジナルに独自の加工を行った仕様となっており、マニュアル＋レスキュー

USBメモリとして配布しております。 
 
オリジナルのPuppy Linux 日本語版は、有志の方々により日本語対応版に改良されたもので

す。 
低スペックのマシンでも快適に利用出来る素晴らしい Linux ディストリビューションを開発

/公開してくださったBarry Kauler氏、および Puppy Linux 日本語版開発に携わった有志の

方々に感謝いたします。 
 
 
■ご利用の留意事項 
 
USBメモリ本体商品の初期不良による動作不良等の責任は当方にございます。 
 
ただし、各PCメーカーによるブート起動が出来ないために、使用できないなど、「本製品

側に過失がないもの」に関しては、当方の責任範囲外となります。 
 
具体的には、本製品が他のPCで起動が可能となり、使用が出来る、もしくは、返品後の動

作チェックで問題が生じない場合には、当方の責任となりません。 
 
その場合には、返金料金や送料負担は購入者様側、顧客様側の負担となり、また、当方が不

具合の動作確認のために用いた時間計算を算出し、ご請求する場合がございます。 
 
また、オリジナルのPuppy Linuxの開発者および、日本語版開発に携わった有志の方々に

も、法的責任も義務も全く負わないものとなります。 
 
本製品は、通常のOSとしての利用をするものではなく、あくまでも、顧客様側のOS（
windows製品など）が不具合時のための、一時的なデーターレスキュー用となります。 
 
 
■本製品の機能 
 
本製品は、多機能な要素を取り除いておりません。 



 
レスキュー以外にも、利用出来るたくさんのソフトが同梱されています。 
 
そのすべてにおいて、サポートする義務はなく、ソフトウェア開発者側にも、法的責任も義

務も全く負わないものとなります。 
 
 
■注意 
 
本製品は、既存のOSシステム（顧客様側のOS（windows製品など））にインストールする

機能もありますが、「使用しないでください」 
 
それは、必要な知識もなく使用することで、Windowsシステムが起動できなくなる場合

や、その他の不具合が考えられるからです。 
 
オリジナルのPuppy Linuxで同梱されたものであり、機能を取り除くことが出来ないため、

絶対に使用しないでください。 
 
※万が一、使用した場合には、パソコンのデータのバックアップを十分にとり、あなたの責

任において行うこととなります。 
 
※また、インストール以外には、ハードディスクのパーティションの変更なども出来る機能

がありますが、使用しないでください。 
 
あくまでも、必要最小限のデータレスキューに関わる部分だけのご利用をしてください。 
 
 
■本製品のサポートや返金・責任事項について 
 
本製品は、玄人向けの製品となり、パソコンの知識が豊富な方であれば、非常に便利な商品

です。 
 
しかし、パソコンやLinuxの初心者の方には難しいものとなります。 
 
本製品に関わるサポートは、このマニュアルのみとなり、お電話やメールなど、サポートに

関する一切の作業はいたしません。 
 
また、先の記載のとおり、本製品には問題ないが、ブート起動が出来ないなど、製品に問題

ない場合には、一切返金いたしません。 
 
よって、「本製品のレスキューUSBメモリ自身のハード的な不具合でかつ、当方が当方側

の不具合と判断した場合」のみ、正常品との交換返品の対象となります。 
 
※本製品に問題が無い場合、返金には応じかねます。それは、購入時に注意事項をご了解の

上、購入しているため、「お客様の判断で購入」したものとなり、万が一不具合の場合に

は、同等品との交換返品となります。 



 
交換返品とは、​不具合の商品を弊社に送付してもらい、それが不具合と弊社で確認できた段

階で、弊社より、正常品を再度送付するものとなります。料金をお返しするものではありま

せん。 
 
本製品のソフトウェア、OSの脆弱性等も、返金や責任は負いません。 
 
顧客様側の操作や知識の問題で利用出来ない場合には、一切のサポートや返金の対象といた

しません。 
 
あらかじめご理解ください。 
 
※ただし、法令的な制度によるものは遵守するため、返金対象の場合もございます。 
　その場合、確認作業に時間がかかるため、予めご了承ください。 
 
 
 
■関連リンク 
 
パピーリナックス 日本語版 FAQ について 
http://openlab.jp/puppylinux/howtofaq-jp.html 
 
GPLライセンス(GNU 一般公衆利用許諾契約書) 
http://www.opensource.jp/gpl/gpl.ja.html.euc-jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


